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青森県立郷土館だよりVol.40 No.1 

人 事 異 動人 事 異 動人 事 異 動人 事 異 動    

（職名は転出は3月31日転入は4月1日） 

○総務課 

 （転出）  主     幹       田中   博      

 （転出）  主      査       油布 恵美 

 （転入）  主幹・副課長   水口    和彦   

 （転入）  主      査     横山  みのり 

 

○学芸課  

 （転出）  研究主幹           安田       道 

 （転出）  研究主幹           工藤     睦美 

（転入）  主任研究主査    豊田 雅彦 

（転入）  主任研究主査   佐藤 良宣 

（転入）  研   究   員       増田 公寧 

 

（退職） 解 説 員     松岡   彩     

（退職） 解 説 員     葛西 優花 

（退職） 解 説 員    澤田 佳那  

（採用） 解 説 員       白戸 美和 

（採用） 解 説 員      瀧本   知佳子

（採用） 解 説 員     杉田 真規 

 平成平成平成平成23年度特別展等事業計画年度特別展等事業計画年度特別展等事業計画年度特別展等事業計画 

○○○○    企画展企画展企画展企画展        寄贈記念寄贈記念寄贈記念寄贈記念「「「「野澤如洋展野澤如洋展野澤如洋展野澤如洋展」」」」     

主催  青森県立郷土館 

会期   4月２２日（金）～５月１５日(日) 

開館時間 午前９時 ～午後５時   
観覧料  通常料金 

◎◎◎◎    土曜土曜土曜土曜セミナーセミナーセミナーセミナー    5月7日～ 毎週土曜日 午後1時30分  

              郷土館小ホールほか    

○○○○    共催展共催展共催展共催展        写真展写真展写真展写真展「「「「土門拳土門拳土門拳土門拳のののの昭和昭和昭和昭和」」」」 

主催  ＡＴＶ青森テレビ 青森県立郷土館 

会期  ５月２０日（金）～７月３日(日) 

観覧料 一般・大学生1,000円（800円）、 

         中学・高校生700円（500円） 小学生以下無料 

○○○○    特別展特別展特別展特別展        地域総合展地域総合展地域総合展地域総合展「「「「十和田湖十和田湖十和田湖十和田湖・・・・八甲田山八甲田山八甲田山八甲田山」」」」 

主催  青森県立郷土館 

会期  ７月１５日（金）～９月１１日(日) 

観覧料 一般500円（400円）、 

         大学生・高校生240円（200円） 中学生以下無料 

△△△△    自然観察会自然観察会自然観察会自然観察会                        7月24日（日） 十和田市蔦沼 定員50名 

□□□□    郷土館郷土館郷土館郷土館クイズラリークイズラリークイズラリークイズラリー        7月下旬～8月下旬  小・中学生対象 

□□□□    夏休夏休夏休夏休みみみみ子供子供子供子供のののの国国国国                7月31日（日） 体験教室 小・中学生対象 

○○○○    共催展共催展共催展共催展            「「「「八代亜紀八代亜紀八代亜紀八代亜紀    アートのアートのアートのアートの世界展世界展世界展世界展」」」」 

主催  東奥日報社 青森県立郷土館 

会期  ９月１７日（土）～１０月１６日(日) 

観覧料 未定 

○○○○    企画展企画展企画展企画展    「「「「今純三今純三今純三今純三とととと考現学展考現学展考現学展考現学展」」」」 

主催  青森県立郷土館 

会期  １０月２８日（金）～１１月２７日(日) 

観覧料 通常料金 

○○○○    特別展特別展特別展特別展        青森県博物館青森県博物館青森県博物館青森県博物館ロードロードロードロード「「「「青青青青いいいい森森森森のののの宝箱宝箱宝箱宝箱    －－－－県内博物館大集合!!県内博物館大集合!!県内博物館大集合!!県内博物館大集合!!－」－」－」－」 

       主催  青森県立郷土館 

       会期  １２月９日（金）～平成２４年１月２９日(日) 

 

 

利用案内利用案内利用案内利用案内    
○開館時間     午前９時 ～午後５時 ただし 共催展は午後６時まで。 

○休 館 日     ４月21日 ５月16日 ５月19日 ７月４日 ７月14日 ９月12日 ９月16日  

          10月17日  10月27日 11月28日 10月27日 12月８日 １月30日 

          年末年始 12月29日～１月３日  工事休館 ２月３日～３月31日 

◎常設展観覧料   【通常期間 】(３月～12月) 一般310円(250円)  大学・高校生150円(120円) 

         【特定期間】（１月・２月）  一般250円(200円) 大学・高校生120円(100円) 
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通巻１４9号 平成23年（2011）3月31日 Vol.41 No.2 

特別展特別展特別展特別展     

地域総合展 

十和田湖･八甲田山十和田湖･八甲田山  
会期  ７月１５日（金）～９月１１日(日) 

  

特別展特別展特別展特別展     

地域総合展 

十和田湖･八甲田山十和田湖･八甲田山  
会期  ７月１５日（金）～９月１１日(日) 

特別展特別展特別展特別展     

青森県博物館ロード 

青い森の宝箱青い森の宝箱  
－県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合>>>>    － 

会期 １２月９日（金）～平成２４年１月２９日(日) 

 

平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度のののの特別展示特別展示特別展示特別展示    

 青森県立郷土館では、4月に寄贈記念「野澤如洋展野澤如洋展野澤如洋展野澤如洋展」を開催します。 

 

 ７月に地域総合展「十和田湖十和田湖十和田湖十和田湖・・・・八甲田山八甲田山八甲田山八甲田山」を開催します。地域総合展は、平成元年「岩木山」、平成3年「下北半島」に

続く3回目になり、観光・自然・歴史・民俗・美術等さまざまな視点で取り上げます。東北新幹線全線開業後初の観光

シーズンを迎えるにあたり、観光客ばかりでなく、県民には新たな一面を再発見できる展示会とします。 

 

 10月に企画展「今純三今純三今純三今純三とととと考現学展考現学展考現学展考現学展」を開催します 

 

 12月には、青森県博物館ロード「青青青青いいいい森森森森のののの宝箱宝箱宝箱宝箱 －県内博物館名品大集合‼－」を開催します。これは重点事業「青森

県博物館ロード～青森の文化遺産・お宝紹介事業」の一環として、県内の博物館等が所蔵する「お宝」資料100点程度

を、郷土館に一堂に展示し、青森県の文化遺産を紹介する展示です。 

特別展特別展特別展特別展     

青森県博物館ロード 

青い森の宝箱青い森の宝箱  
－県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合県内博物館名品大集合>>>>    － 

会期 １２月９日（金）～平成２４年１月２９日(日) 
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 青森県博物学の基礎を築いた和田干蔵（1889-1981）は，

青森県師範学校等の博物学（生物学）の教官として，多くの

卒業生に影響を与え，青森県自然史解明の大きな原動力と

なった．和田干蔵の教訓をうけた多くの教え子が，その後の

青森県の博物学を発展させた． 

 和田干蔵は，明治22年2月南津軽郡竹舘村大字唐竹（現，

平川市）に生まれた．明治41年3月に南津軽郡立農学校（甲

種）を卒業後，明治42年4月には東京高等農学校特別科入学，

明治44年11月に東京農業大学二年編入し，大正２年3月に同

校を卒業した．そして大正3年7月に青森県師範学校の教諭

として赴任し，昭和18年4月に青森師範学校教授に，昭和25

年1月には弘前大学教授（教育学部）に，昭和32年3月には弘

前大学を退職した．その後，昭和37年青森短期大学教授，昭

和43年青森大学教授，昭和49年同大学退職した．また，青森

県文化財審議会委員，青森県自然環境保全審議会委員，青森

県立公園審議会委員なども歴任した． 

 和田干蔵は多くの業績を残して

いる．その中で大正9年に農商務省

（現農林省）農務局から鳥類の渡り

及び繁殖状況調査を，更に大正11年

には同局から獣類調査も嘱託され，

その後20年間にわたって報告をし

ている．当時の青森県の鳥獣の動向

を知る上で必見の資料となってい

る．また，昭和3年，齋藤報恩会（仙

台市）の学術研究補助費を受けて行

なった八甲田山の青蛙（モリアオガ

エル）の生態研究は有名で，昭和6年

4月に「八甲田山に於ける青蛙の研

究」と言う174頁に及ぶ報告書を公

表している． 

 青森県師範学校には研究論文を公表する「青森県師範学

校校友会誌」が古くから刊行されていた．昭和8年になって，

同会誌の付録として「郷土号」が刊行された．この郷土号に

は和田干蔵の「我郷土のブラキストン線」（1号），「我郷

土の天然記念物」（2号）など青森県に関わる多くの博物学

研究が掲載されている．また昭和9年，青森県師範学校博物

学教室に「青森博物研究会」が和田干蔵を中心に設立され

た．「青森博物研究会会報」を年2回，「青森博物研究会時

報」を臨時刊行していた．昭和14年に8・9号として刊行され

た青森県博物目録第１巻，そして同第2巻（昭和16年，10・

11号）は，青森県の動植物の総目録であり，県単位の生物目

録の先鞭をつけたと言われて，高く評価されている． 

 青森博物研究会を継承するかのごとく，昭和31年に青森

県生物学会が，和田干蔵を始め代表発起人14名で，当時の弘

前大学文理学部生物学教室に事務局を置き設立された．設

立後も和田干蔵は同学会の理事として学会の運営にたずさ

わり，後進の指導にあたった．  青

森県立郷土館の開設にも多大な尽

力をいただいた．昭和48年開館から

は2期にわたり青森県立郷土館協議

会委員として開館間もない博物館

運営の指導助言をいただいた． 

 和田干蔵は，青森県の博物学研究

に大きな業績を残した．これらの功

績に対して東奥賞（昭和38年），青

森県文化賞（昭和48年）そして昭和

43年には勲三等瑞宝章を授章した． 

（学芸課副課長 

（自然）） 
山内 智 

目   次  
  

 一部 
郷土號の發刊に際して  青森縣師範學校長     三溝 升一 

青森縣に於ける舊藩黌              田中 傳吾 

青森縣の先史時代遺跡と蝦夷           田中 傳吾 

伊能忠敬の南部津輕測量            田中 傳吾  

謠曲に見る傳説              野呂  匡   

假名遣の誤について           岩藤 卯一郎   

青森県の方言                                                        菅沼  貴一   

上北地方の農家                                                        今    純三   

郷土地理について                                                    今井 六哉   

青森県西海岸の地質                                                荒川 謙治   

我郷土のブラキストン線                                     和田 干藏   

郷土教育上から眺めた下北半島の地質             和田 干藏   
 

 
二部 
郷社鬼神社             専攻科 藤田 利一郎   

善知鳥村名稱の起源                          四年        太田  武   

法峠                                                      四年        北川 武城   

夏泊半島                                              三年        高橋 政美   

小河原沼から出た千手觀音              三年        江渡 保雄   

小湊附近の一考察                              四年        菊地 正秀   

方言研究斷片                                      四年        西田 要一   
北郡中里村の童謠                              五年        寺島 正二   

青森縣産藥用植物の効果について   専攻科      山本 猛雄   

金木町に於ける氣象狀態について 三年     工藤 儀一郎   

青森縣内名勝舊跡                            専攻科      岩谷 正雄   

坂上田村麿傳説                                   歴史研究室   

青森縣郷土關係圖書      専攻科 藤田 利一郎  

                                                             齋藤 鐵太郎 調査 

博物学者博物学者博物学者博物学者    和田干蔵和田干蔵和田干蔵和田干蔵 

 和田干蔵先生座像 （青森県立郷土館蔵） 

『鄕 土 號』  第一号   

青森県師範学校校友會 
（ 昭和八年三月十五日印刷   昭和八年三月二十日發行 ） 
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企画展企画展企画展企画展    

「「「「 新 収 蔵新 収 蔵新 収 蔵新 収 蔵 ２ ０ １２ ０ １２ ０ １２ ０ １ 0000 」」」」     

◇◆◇◆◇◆◇◆平成平成平成平成23232323年年年年2222月月月月26262626日(土)日(土)日(土)日(土)～～～～4444月月月月10101010日(日)日(日)日(日)日(日)◆◇◆◇◆◇◆◇    

        第第第第3回北東北三県共同展回北東北三県共同展回北東北三県共同展回北東北三県共同展    

        「「「「境界境界境界境界にににに生生生生きたきたきたきた人人人人々～々～々～々～遺物遺物遺物遺物でたどるでたどるでたどるでたどる北東北北東北北東北北東北のあゆみのあゆみのあゆみのあゆみ」」」」     

◇◆◇◆◇◆◇◆平成平成平成平成22年年年年9月月月月17日(金)日(金)日(金)日(金)～～～～10月月月月24日(日)日(日)日(日)日(日)◆◇◆◇◆◇◆◇    
 

東北新幹線全線開業記念東北新幹線全線開業記念東北新幹線全線開業記念東北新幹線全線開業記念    特別展特別展特別展特別展                                                                                    

「「「「 青 森青 森青 森青 森 の わ ざの わ ざの わ ざの わ ざ ～～～～ 伝 統 工 芸伝 統 工 芸伝 統 工 芸伝 統 工 芸 の い まの い まの い まの い ま 」  」  」  」      

◇◆◇◆◇◆◇◆平成平成平成平成22222222年年年年12121212月月月月11111111日(土)日(土)日(土)日(土)～～～～平成平成平成平成23232323年年年年2222月月月月20202020日(日)日(日)日(日)日(日)◆◇◆◇◆◇◆◇    

 本県日本画家で著名な、野沢如洋の代表作など当館の収集活動（寄贈・

収集・生産・購入）や最新の研究状況を紹介。中でも昭和30年代の普通

の人々の暮らしぶりをとらえた、懐かしい写真を多数展示しました。 

主要展示品 

・本県出身の日本画家・野沢如洋の代表作「春の海・秋の海」 

                       （美術分野） 

・松浦武四郎「東西蝦夷山川地理取調図」（歴史分野） 

・青森高校社会研究部の発掘品（考古分野） 

・佐々木直亮氏撮影の昭和30年代の写真（民俗分野） 

 
観覧者数  ３１４人 

（3月11日東日本大震災 中断終了）   

 政治の中心から遠く隔たっていた北東北は「北の辺境」とみ

なされ、そこに住む人々は「俘囚」「蝦夷」などと呼ばれまし

た。しかし、列島全体からみれば、北東北は「北方の文化」と

「中央の文化」が重なり合い、活発な交流や交易の機会に恵ま

れた地域でした。 

 異なる文化の境界に生きた北東北の人々は、独自のアイデン

ティティーを育み、豊かな文化をかたち作っていました。本展

は、北東北のもつ多様性に着目し、境界に位置する「北東北世

界」ともいうべき豊かな地域像を提供しました。◇70を越える

遺跡の出土遺物や絵画・文書・道具類など、約1000点(重文含

む)を出品しました。 

観覧者数  ３，５７４人   

◇陶芸・染織・木竹工・漆芸・人形・金工など約50作を厳選し、本県

伝統工芸の世界を紹介しました。 

□関連講座（土曜セミナー 各回13時30分～15時） 

 12月18日（土）三上強二「青森県の伝統工芸」 

 12月25日（土）成田 敏「職人の技～青森県諸職調査より～」 

□ギャラリートーク「青森のわざ」 

 (1) 1月 8日(土) 今井 理桂  氏(陶芸) 

 (2) 1月15日(土) 鎌田 光展  氏(染織) 

 (3) 1月29日(土) 阿保 六知秀 氏(人形・玩具) 

 (4) 2月 5日(土) 岩谷 武治  氏(漆芸) 

 (5) 2月19日(土) 渡邉 恵美子 氏(染織) 
観覧者数  ２，９２０人 

 


